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平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

２

小
松
島
市
と

合
併
任
意
協
議
会

を
設
立

先
月
十
月
三
十
一
日
、
勝
浦
町
住
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
小
松
島
市
・
勝
浦
町

合
併
任
意
協
議
会
」
の
設
立
式
と
第
一
回
会

議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

設
立
式
で
は
、
西
川
市
長
と
川
口
町
長
が

協
議
会
の
規
約
な
ど
に
関
す
る
協
議
書
に
調

印
し
、
会
長
に
西
川
市
長
が
、
副
会
長
に
川

口
町
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

同
日
、
設
立
式
の
後
、
協
議
会
委
員
に
選
出
さ
れ

た
両
市
町
の
議
員
や
民
間
有
識
者
に
対
し
、
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
一
回
会
議
が
開

催
さ
れ
、
小
委
員
会
設
置
規
程
な
ど
が
承
認
さ
れ
た

後
、
中
田
助
役
か
ら
勝
浦
町
か
ら
の
要
望
で
あ
る
重

要
八
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
協
議
会
は
、
十
一
月
十
五
日
小
松
島

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
重
要
八
項
目
に
つ

い
て
集
中
し
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
総
務
課

二

二
五
一
一

小
松
島
市
・
勝
浦
合
併
任
意
協
議
会

第
一
回
会
議

小
松
島
市
・
勝
浦
合
併
任
意

協
議
会
第
二
回
会
議

１ 勝浦町の基金の取り扱い

勝浦町の総合的な発展と振興を図

るための「特定目的基金」を設置

２ 組織

住民サービスの低下にならない

事務組織・機構として総合支所

の設置

合併特例区(法人格を有する)の

設置

３ 保健・医療・福祉

勝浦病院を市立病院として現在の

規模で存続すること。

４ 安全環境整備

消防常備化による救急体制の充実

(支所の設置)を図ること。

５ 農林商工業振興施策の推進

６ 道路交通基盤の整備

県道２車線化を新市のまちづく

り計画において実現すること。

市バスの乗り入れと現在のバス

路線の便数を堅持すること。

現在の町道を新市に引き継ぐこ

と。

７ 生活環境基盤整備

広域によるゴミ処理の実施

安全で安定した水の供給による

簡易水道整備

８ 行政情報網の整備充実

ＣＡＴＶの整備

勝浦町の重要項目

（１）

（２）

（３）

（１）

（２）

（１）

（２）



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

３

50周年を祝おう！

勝浦町制50周年

記念式典 平成17年３月６日 勝浦町農村環境改善センター

勝浦町は、昭和30年３月１日に旧横瀬町と旧生比奈村が合併して誕生しま

した。そして、今年３月１日に勝浦町制50周年を迎えます。

この記念すべき年を祝い勝浦町では、平成17年３月６日 、勝浦町農村環

境改善センターにおいて記念式典を開催するほか、さまざまな記念事業を行

います。

記念事業については、次のとおりですので、ぜひご参加ください。

記 念 事 業

１ 記念講演

勝浦町制50周年を記念して、ふるさと勝浦町を再

発見していただこうと、記念講演を開催します。

講師は、テレビなどでおなじみの方の講演を交渉

しています。

多数の方のご来場をお待ちしております。

・内 容 ※詳しくは、決まり次第お知らせさせて

いただきます。

・と き 平成17年３月６日

開演午後４時（予定）

・ところ 勝浦町農村環境改善センター

２ 「21世紀の勝浦町の将来像」

作文募集

勝浦町制50周年という記念すべき時にあたり、広

く町民の方々などから次のテーマにより作文を募集

し、夢のある勝浦町の将来像を描きたいと考えてい

ます。

応募方法は、次のとおりです。多数の方のご応募

をお待ちいたしております。

・テーマ 「わが町の未来について」

「ぼくらの望む町の未来」

「すんでみたい未来の勝浦町」

・対象者 小学生の部 小学生（勝浦町在住）

中学校の部 中学生（勝浦町在住）

一般の部 勝浦町に住所を有する方

（高校生含）

勝浦町出身者

・応募方法

小・中学生 400字詰め原稿用紙２枚以内

一 般 400字詰め原稿用紙３枚以内

・締め切り

小・中学校の部 平成17年１月14日 各学校まで

一般の部 平成17年１月31日 勝浦町役場必着

・表 彰 各部門において優秀作品を表彰するとと

もに、記念品をお贈りします。

また、作品を応募いただいた方全員に記

念品をお贈りします。

・問い合わせ先 勝浦町総務課 ２－2511

勝浦町が誕生して50年という、節目の年と

して、平成16年秋から行う行事やイベントを

勝浦町制50周年記念事業としてとらえ、さま

ざまな工夫をこらして行なっていますので、

多数の参加をお待ちいたしております。

（日）

（日）

（月）

（金）

（日）



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

４

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
た
だ
ち
に
避
難
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
備
え
て
、
あ
な
た
の
家
に
も
非

常
持
ち
出
し
品
を
常
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

重
さ
の
目
安
は
、
男
性
十
五
㎏
、
女
性
十
㎏
程

度
で
す
。
背
負
い
や
す
い
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
ま

と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
携
帯
ラ
ジ
オ

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
正
確
な
情
報
を
得
る
た

め
で
す
。
小
型
で
軽
く
Ｆ
Ｍ
と
Ａ
Ｍ
の
両
方
聞
け
る
も
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
予
備
の
電
池
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

★
懐
中
電
灯
・
ろ
う
そ
く

停
電
時
や
夜
間
に
移
動
す
る
際
の
必
需
品
で
す
。
予
備

の
電
池
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ろ
う
そ
く
は
、
太
く

て
安
定
の
よ
い
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
防
災
ず
き
ん
）

屋
根
瓦
や
看
板
な
ど
の
落
下
物
か
ら
頭
部
を
守
る
た
め

で
す
。
避
難
路
は
転
倒
事
故
も
多
い
の
で
必
ず
用
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。

★
生
活
用
品

ラ
イ
タ
ー
（
マ
ッ
チ
）、
ナ
イ
フ
、
缶
切
り
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
。
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
場
合
は
ほ

乳
び
ん
な
ど
も
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★
衣
類

下
着
、
上
着
、
靴
下
、
ハ
ン
カ
チ
、
タ
オ
ル
、
手
袋
な

ど
。
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
場
合
は
紙
お
む
つ
な
ど
も
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

★
救
急
薬
品
・
常
備
薬

ば
ん
そ
う
こ
う
、
ガ
ー
ゼ
、
包
帯
、
三
角
巾
、
体
温
計

消
毒
薬
、
解
熱
剤
、
胃
腸
薬
、
か
ぜ
薬
、
鎮
痛
剤
、
目
薬

マ
ス
ク
、
と
げ
抜
き
な
ど
。
持
病
の
あ
る
人
は
常
備
薬
も

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

★
非
常
食
・
水

乾
パ
ン
な
ど
火
を
通
さ
な
い
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
便

利
で
す
。
水
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
。

赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
場
合
は
粉
ミ
ル
ク
な
ど
も
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

★
通
帳
類
・
証
書
類
・
印
鑑
・
現
金

預
貯
金
通
帳
・
健
康
保
険
証
・
免
許
証
な
ど
。
住
所
録

の
コ
ピ
ー
も
あ
る
と
便
利
で
す
。

現
金
は
、
紙
幣
だ
け
で
な
く
、
公
衆
電
話
用
の
十
円
硬

貨
も
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
総
務
課

二

二
五
一
一

非
常
持
ち
出
し
袋
の
中
に
は

何
を
入
れ
て
お
け
ば
良
い
?!

防
災
ト
ピ
ッ
ク
ス

無
料
点
検
商
法
と
は
、
「
床
下
や
屋
根
な
ど
を
無
料
で
点
検

す
る
」
と
言
っ
て
訪
問
し
、
「
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
」
な
ど
と
不
安
に
さ
せ
て
、
器
具
の
取
り
付
け

や
補
強
工
事
を
売
り
込
も
う
と
す
る
方
法
で
す
。
そ
し
て
、
中

に
は
工
事
に
不
備
が
あ
っ
た
り
、
い
く
つ
も
契
約
さ
せ
ら
れ
た

と
い
っ
た
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
被

害
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

こ
う
い
っ
た
被
害
に
あ
わ
な
い
方
法
と
し
て
は
、
訪
問
販
売

で
契
約
し
た
場
合
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
て
八
日
以
内
な
ら
契

約
を
無
効
に
す
る
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ
れ
、
先
月
十
一
月
以
降
の

契
約
に
つ
い
て
は
、
点
検
で
は
な
く
販
売
が
目
的
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
訪
問
販
売
業
者
が
契
約
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
せ

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
を
告
げ
た
り
、

重
要
な
事
実
を
故
意
に
告
げ
な
い
こ
と
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
禁
止
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
消
費
者
は
契
約
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〇
八
八

六
二
三

〇
六
一
一

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

消
費
者
の
豆
知
識

⑩

無

料

点

検

商

法

問
い
合
わ
せ
先



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

５

エ
コ
ト
ピ
ッ
ク
ス

勝
浦
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
先
駆
け
と

し
て
取
り
組
み
を
始
め
、
現
在
も
熱
心
に
古

紙
回
収
活
動
を
続
け
て
い
る
「
勝
浦
を
考
え

る
会
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

勝
浦
町
で
も
ご
み
の
分
別
収
集
へ
の
協
力

が
増
え
る
一
方
、
困
っ
た
出
し
方
も
増
え
て

い
ま
す
。
古
紙
の
出
し
方
・
分
別
の
方
法
な

ど
を
改
め
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

私
た
ち
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」
は
、
平
成

二
年
四
月
「
生
活
学
校
」
を
改
名
し
美
し
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
結
成
。
現
在
会
員
十

八
人
で
、
古
紙
の
分
別
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
紙
リ
サ
イ
ク
ル
が
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
よ
り
豊
か
な
暮
ら

し
、
よ
り
快
適
な
生
活
を
求
め
る
の
と
比
例

し
て
紙
の
需
要
は
増
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
国
民
一
人
当
た
り
の
年
間
紙
消
費

量
は
、
世
界
第
六
位
の
二
百
三
十
八
㎏
。
世

界
の
平
均
五
十
㎏
に
比
べ
て
五
倍
近
く
の
紙

を
使
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
と
も
に
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
が
進
ん
で
、
紙
の
消
費
量
が
減
少
す

る
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
し
た
が
、
む
し
ろ

増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
紙
消
費
天
国

だ
か
ら
こ
そ
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用

す
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
回
収
し
、
そ
し

て
再
び
作
ら
れ
た
古
紙
利
用
製
品
を
使
う
と

い
う
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
回
す
こ
と
が
最

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

毎
月
二
人
の
会
員
が
当
番
と
し
て
、
回
収

期
間
中
は
毎
日
見
回
り
、
整
理
し
て
お
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご

み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
の
場
所
に

置
け
ま
す
が
、
回
収
日
は
午
前
九
時
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

・

右
記
以
外
の
日
は
、
絶
対
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・

必
ず
倉
庫
内
に
整
理
整
と
ん
し
て
置
き

扉
の
前
に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

次
の
三
種
類
に
分
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も

で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

段
ボ
ー
ル
…

束
の
中
に
ひ
も
な
ど
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

新

聞

紙
…

チ
ラ
シ
以
外
の
も
の
は
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

広
報
な
ど
冊
子
は
古
本
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

古

本
…

本
の
ケ
ー
ス
（
紙
製
）
は
取

り
除
い
て
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル
製
の
表
紙
や
カ
バ
ー

は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

建
設
関
係
な
ど
の
見
本
（
壁

紙
・
ク
ロ
ス
・
カ
ー
テ
ン
・
タ

イ
ル
・
内
装
用
な
ど
）
は
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

・

保
管
庫
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
置
き
場
所
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
定
の
場
所
へ

置
い
て
く
だ
さ
い
。

・

ガ
ム
テ
ー
プ
で
縛
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
当
番
が
外
す
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
）

・

書
類
ケ
ー
ス
（
ビ
ニ
ー
ル
、
ナ
イ
ロ
ン

な
ど
）
・
Ｃ
Ｄ
・
テ
ー
プ
な
ど
は
出
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
紙
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

代

表

岸
上
イ
マ
ノ

岩

城

和

子

佐

藤

啓

子

坂

部

幸

子

高

瀬

敏

子

岡

田

英

子

古
井
ト
シ
コ

森

本

悦

子

大
久
保
君
子

山

西

一

子

山

路

幸

子

駒
津
ナ
ツ
ヱ

尾
下
マ
ツ
ヱ

大

井

珍

枝

松

浦

征

子

桜
野
フ
サ
子

中

西

桂

子

（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

古
紙
の
回
収
に
つ
い
て

回収日 指定場所

毎
月
第
一
土
曜
日

（
中
角
）

勝
浦
町
農
村
婦
人

の
家

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

毎
月
第
二
土
曜
日

（
横
瀬
）

勝
浦
町
民
体
育
館

裏
（
西
側
）

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

一

収
集
場
所
・
回
収
日

二

出
す
と
き
の
お
願
い

三

分
別
方
法

四

そ
の
他
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と

地
域
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

古
紙
回
収
の
取
り
組
み

勝
浦
を
考
え
る
会



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

６

中山間地域等直接支払制度における
多面的機能の増進活動の紹介⑨

シリーズ

中山間

横 瀬 寺 谷

農道に覆いかぶさっている雑木や、園地周辺

の雑木を切り払いし通行がしやすくなっていま

す。

生 名

集落内のシンボル的大イチョウにイルミネー

ションを設置して保存と同時に清掃活動を実施

しています。

また、生名谷川沿いの桜の手入れや桜まつり

の実施でコミュニケーションが図られています。

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田

畑 77,344 2,836

計 77,344 2,836 899,382

代 表 者 清 水 孝 志
協定参加者 13人

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 15,407 23,463

畑 336,298 65,262

計 351,705 88,725 4,607,095

代 表 者 福 本 博 之
協定参加者 74人

農道の管理状況

大
イ
チ
ョ
ウ
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

あ
る
日
の
ミ
キ
ち
ゃ
ん
の
家
で
の
会
話
で
す
。

お
母
さ
ん

｢

ミ
キ
、
晩
ご
飯
の
支
度
、
手
伝
っ
て｣

ミ

キ

｢

私
、
今
忙
し
い
。
シ
ン
ゴ
、
あ
ん
た
、
や
り
な
さ

い
よ｣

シ

ン

ゴ

｢

オ
レ
は
男
だ
か
ら
や
ら
な
く
て
い
い
の｣

お
母
さ
ん

｢

ミ
キ
、
何
言
っ
て
る
の
。
女
の
子
が
す
る
の
が
当

た
り
前
で
し
ょ｣

ミ

キ

｢

そ
ん
な
の
ず
る
い
よ
。
な
ん
で
女
が
し
な
い
と
い

け
な
い
の｣

こ
の
会
話
を
聞
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
。
女
性
だ
け
が
家

事
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
男
性
は
家

事
を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

女
性
の
能
力
や
適
正
に
対
す
る
か
た
よ
っ
た
見
方
や
、｢

男
は

仕
事
・
女
は
家
庭｣

と
い
っ
た
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え

る
考
え
方
（
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
見
方
、
考
え
方
は
、
女
性
が
主
体
的
に
自
ら
の
人

生
を
選
び
、
い
き
い
き
と
輝
い
て
生
き
る
上
で
の
妨
げ
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
男
性
に
と
っ
て
も
職
業
生
活
と
家
庭
生
活

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
ら
し
い
生
活
を
送
る
上
で

障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
段
何
気
な
く
交
わ
さ
れ
て
い
る
会
話
に
も
こ
の
よ

う
な
考
え
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
気
を
付
け

て
自
分
の
言
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

11月15日、㈱ナカテツ徳島工場創業35周年記念

生比奈小学校旧校門除幕式・記念寄付贈呈式が生

比奈小学校で行われました。

㈱ナカテツ徳島工場創業35周年記念事業の一環

として、工場の敷地内に残っていた旧生比奈小学

校の門柱が現校舎の玄関前広場に移設、その除幕

が行われました。また、小太鼓など約20点の楽器

と音楽室の空調設備のご寄付いただきました。

ありがとうございました。

㈱ナカテツ徳島工場 生比奈小学校に楽器など寄贈

11月15日、新居晋さん(坂本)か

ら、図書館一階多目的トイレにウォ

シュレットのご寄贈がありました。

「少しでも利用しやすいように」

という思いから今回の寄贈に至っ

たとのことです。

ありがとうございました。

10月28日，福島県郡山市において第54回全国学校保健

研究大会が開催され，松下美智子勝浦中学校養護教諭が

平成16年度学校保健文部科学大臣表彰を受賞されました。

松下養護教諭は，昭

和45年４月から現在に

至るまで養護教諭とし

て学校保健の普及と向

上に尽くされ，その功

績が認められ，今回の

受賞となりました。

これからのますます

のご活躍をご期待いた

します。

おめでとうございま

す。

こ
の
た
び
、
「
果
樹
基
準
筆
調
査
農
家
」
と
し
て
農

林
水
産
統
計
に
協
力
さ
れ
た
増
井
宏
明
さ
ん
と
北
山
章

さ
ん
に
対
し
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
二
人
は
常
に
農
林
水
産
統
計
調
査
の
重
要

性
を
理
解
し
、
正
確
か
つ
的
確
な
情
報
を
提
供
さ
れ
ま

し
た
。
永
年
に
わ
た
る
農
林
水
産
統
計
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

松下美智子勝浦中学校養護教諭

学校保健文部科学大臣表彰受賞

ご 寄

北 山 章さん 増 井 宏 明さん

35年ぶりに生比奈小学校に戻った門柱

贈

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
受
賞

７



machikado sanpomichi

平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

去る11月12日から東京都国立競技場を中心に行なわれた第

53回全国青年大会に青年会から松田貴志さん、末廣久和さん

谷崎多賀子さん、柳田優子さん、山下歩さんが参加しました。

大会では、ボウリング男女混合、女子の部に出場しました。

男女混合の部は、四位までの入賞を惜しくも逃しましたが

チームワークを発揮して健闘し、五位となりました。

女子の部においては、前半調子があがりませんでしたが、

中盤以降次第に実力を発揮し、混戦を制して見事、準優勝に

輝きました。

おめでとうございます。

出場選手みなさまの今後ますますのご活躍を期待しています。

青年会、全国青年大会ボウリング競技女子の部で準優勝！

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
十
月
十
八
日
か
ら
十

月
二
十
二
日
ま
で
の
間
、
勝
浦
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
お
よ
び

勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
七
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
出
場
チ
ー
ム
数
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
序

盤
か
ら
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
例
年
同
様
、
大
会
は
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
中
角
対

山
西
掛
の
対
戦
と
な
り

こ
こ
ま
で
一
セ
ッ
ト
も

失
っ
て
い
な
い
強
さ
を

決
勝
戦
で
も
発
揮
し
た

山
西
掛
が
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

中

角

今
山
・
黒
岩

星

谷

生

名

山

西

掛

優 勝 山西掛

棚

野

与

川

内

・

横
瀬
・
中
山

星

谷

生

名

山

西

掛

谷

坂

本

横
瀬
ク
ラ
ブ

優 勝 生 名

中

角

棚

野

久

国

ソフトテニス大会

地区対抗第 18 回

地
区
対
抗
軟
式
野
球
大
会
が
九
月
十
六
日
か
ら
勝
浦

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
七
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

悪
天
候
と
各
行
事
等
の
関
係
か
ら
大
会
日
程
が
か
な

り
延
期
さ
れ
、
各
チ
ー
ム
は
、
選
手
集
め
に
苦
労
す
る

状
態
で
し
た
が
、
優
勝
を
目
指
し
て
、
大
会
の
序
盤
か

ら
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
昨
年
の
覇

者
生
名
対
横
瀬
ク
ラ
ブ
の

対
決
と
な
り
ま
し
た
。
試

合
は
、
一
回
の
裏
に
先
取

点
を
挙
げ
た
生
名
が
、
途

中
、
逆
転
を
許
し
た
も
の

の
再
逆
転
し
、
横
瀬
ク
ラ

ブ
の
反
撃
を
振
り
切
り
、

昨
年
に
続
い
て
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

軟式野球大会

地区対抗

８



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

まちかど散歩みち

地
区
対
抗
ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
十
一
月
二
十
一
日
、

勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
十
一
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

大
会
は
、
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
、
参
加
チ
ー
ム
に
、
よ
り
多
く
の

試
合
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
大
会
形
式
を
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
か
ら
リ
ー

グ
戦
に
変
更
し
、
開
催
時
間
も
昨
年
ま
で
の
夜
間
開
催
か
ら
昼
間
開
催
と
し

ま
し
た
。

試
合
は
四
人
制
、
三
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
試
合
数
が
増
え

た
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
さ
れ
た
各
選
手
は
、
汗
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
勝

利
を
目
指
す
と
と
も
に
、
多
く
の
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
こ
と
で
親
ぼ
く
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

決
勝
リ
ー
グ
に
進
出
し
た
の
は
、
生
名
Ｂ
、
沼
江
・
石
原
Ａ
、
久
国
で
あ

り
決
勝
リ
ー
グ
で
の
対
戦
の
結
果
、
優
勝
は
久
国
、
準
優
勝
は
生
名
Ｂ
、
第

三
位
は
沼
江
・
石
原
Ａ
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地区対抗

（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）

一
位

生
名
Ｂ

三
勝

山
西
掛

二
勝
一
敗

棚
野
Ｂ

一
勝
二
敗

棚
野
Ｄ

三
敗

（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）

一
位

沼
江
・
石
原
Ａ

二
勝

中
山
Ａ

一
勝
一
敗

棚
野
Ａ

二
敗

（
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
）

一
位

久
国

三
勝

棚
野
Ｃ

二
勝
一
敗

沼
江
・
石
原
Ｂ

一
勝
二
敗

中
山
Ｂ

三
敗

（
決
勝
リ
ー
グ
）

優

勝

久
国

二
勝

準
優
勝

生
名
Ｂ

一
勝
一
敗

第
三
位

沼
江
・
石
原
Ａ

二
敗

十
一
月
二
十
、
二
十
一
日
、
徳
島
医
療
福
祉

専
門
学
校
で
「
第
九
回
紅
舞
祭
ー
世
界
に
一
つ

だ
け
の
勝
浦
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

紅
舞
祭
は
、
専
門
学
校
生
が
中
心
と
な
っ
て

運
営
し
て
お
り
、
前
日
祭
と
し
て
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
園
祭
で
は
、
模
擬
店

や
理
学
療
法
学
科
と
作
業
療
法
学
科
の
体
験
学

習
、
ダ
ン
ス
な
ど
が
催
さ
れ
、
専
門
学
校
生
と

地
域
住
民
の
方
々
と
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
、
地
域
の
人
々
が

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
楽
し
く

交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
が
、
生
比
奈
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
一
般
の
大
人
ま
で
の
試

合
が
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
プ
レ
ー
と
懸

命
な
応
援
で
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
お
互
い

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
一
日

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

勝
浦
町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

第
二
回

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ

－世界に1つだけの勝浦－

第９回 紅 舞 祭

子ども対保護者の試合

車イス体験 体育館で行われたダンス
９
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平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

恒
例
の
町
民
体
育
大
会
が
、
今
年
は
勝
浦
町

制
五
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大

会
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
の
体
育

協
会
役
員
会
、
打
ち
合
わ
せ
会
等
に
お
い
て

｢

会
社
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
日
曜
日

が
休
み
の
か
た
が
多
い
の
で
、
参
加
人
数
を
増

や
す
た
め
に
も
日
曜
日
開
催
が
い
い
の
で
は
な

い
か｣

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
従
来
の
大
会

日
程
か
ら
変
更
し
、
十
月
三
十
一
日

開
催
予

備
日
を
十
一
月
三
日(

水
・
文
化
の
日)

と
し
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
前
日
お
よ
び
当
日
の
十
月
三

十
日
、
三
十
一
日
は
雨
天
の
た
め
、
大
会
を
開

催
で
き
ず
、
大
会
は
予
備
日
で
あ
り
ま
す
十
一

月
三
日(

水
・
文
化
の
日)

の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。開

催
日
当
日
は
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
恵
ま
れ
、
多
数
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
に
参
加
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活
躍
さ
れ
た

方
々
が
、
勝
浦
町
長
表
彰
、
勝
浦
町
教
育
委
員

会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
団
体
お
よ
び

関
係
各
位
の
み
な
さ
ま
方
に
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

福

田

雅

浩

二
〇
〇
五
年
第
八
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
（
Ｓ
Ｏ
）
冬
季
世
界
大
会
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競

技
出
場

勝
浦
町
青
年
会

平
成
十
六
年
度
第
五
十
三
回
全
国
青
年
大
会
ボ
ウ

リ
ン
グ
徳
島
県
代
表

（
野

球
）

猪

子

翔

平

二
〇
〇
二
年
度
徳
島
県
学
童
軟
式
野
球
優
秀
選

手
賞
受
賞

松

浦

佑

哉

二
〇
〇
三
年
度
徳
島
県
中
学
校
軟
式
野
球
優
秀
選

手
賞
受
賞

西

角

卓

馬

二
〇
〇
三
年
度
徳
島
県
学
童
軟
式
野
球
優
秀
選
手
賞
受
賞

（
陸

上
）

木

原

佑

介

平
成
十
四
年
度
四
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
、

平
成
十
四
年
度
四
国
高
校
駅
伝
徳
島
県
代
表

東

山

圭

佑

平
成
十
四
年
度
四
国
高
校
駅
伝
徳
島
県
代
表

押

栗

佑

香

平
成
十
五
年
度
四
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
徳

島
県
代
表

藤
木
千
恵
美

平
成
十
五
年
度
四
国
駅
伝
徳
島
県
代
表

横

尾

雅

仁

平
成
十
五
年
度
四
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
、

平
成
十
五
年
度
四
国
高
校
駅
伝
徳
島
県
代
表

鈴

木

勝

仁

平
成
十
五
年
度
四
国
高
校
駅
伝
徳
島
県
代
表

（
サ
ッ
カ
ー
）

小

山

辰

吾

平
成
十
五
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
、

平
成
十
五
年
度
第
八
十
二
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
徳
島
県
代
表

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

山

丸

慧

平
成
十
五
年
度
第
三
十
四
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
徳
島
県
代
表

新

居

昌

司

二
〇
〇
三
年
度
徳
島
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
秀
選
手
賞
受
賞

東

祐
士
朗

二
〇
〇
三
年
度
徳
島
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
秀
選
手
賞
受
賞

福

田

和

貴

平
成
十
六
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
徳

島
県
代
表

中

西

景

子

平
成
十
六
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第

五
十
七
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
徳
島
県
代
表

松

本

和

訓

平
成
十
六
年
度
第
三
十
五
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
徳
島
県
代
表

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

呑

口

祐

子

平
成
十
五
年
度
徳
島
県
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
秀
選
手
賞
受
賞

（
空
手
道
）

大
久
保
桐
子

第
四
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
六

年
生
女
子
形
徳
島
県
代
表

（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
）

鈴

木

鹿

子

第
十
七
回
全
国
健
康
福
祉
祭
群
馬
大
会
ね
ん
り
ん

ぴ
っ
く
ぐ
ん
ま
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
徳
島
県
代
表

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

松

浦

照

明

第
十
七
回
全
国
健
康
福
祉
祭
群
馬
大
会
ね
ん
り
ん

ぴ
っ
く
ぐ
ん
ま
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
徳
島
県
代
表

第
43
回

町
民
体
育
大
会

町

長

表

彰

個

人
教
育
委
員
会
表
彰
対
象
者

団

体

※
今
回
の
町
民
体
育
大
会
に
お
い
て
、
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
の

靴
の
は
き
ち
が
い
を
さ
れ
た
か
た
が
お
い
で
ま
す
。

お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

10

個

人

（日）
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12月22日 12月15日 12月８日 12月１日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
保
育
所
の
お
友
達
と
お
餅
つ
き
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う

★
十
二
月
生
の
お
友
達
の
お
誕
生
会

★
更
生
保
護
女
性
会
の
方
々
が
来
て
、

お
餅
つ
き
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
お
楽
し
み
会

★
サ
ン
タ
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
・
相
談

★
身
近
な
素
材
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

や
お
楽
し
み
会

★
わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
身
近
な
素
材
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

や
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
な
ど
を
作
ろ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

阿
南
募
集
事
務
所

〇
八
八
四

二
二

六
九
八
一

次
の
と
お
り
病
院
の
臨
時
看
護
師
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職

種

正
・
准
看
護
師

募
集
人
員

若
干
名

勤
務
体
系

二
交
替
制

募
集
期
間

十
二
月
一
日
～

十
二
月
二
十
四
日
ま
で

採
用
予
定
日

平
成
十
七
年
四
月
～

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

生
比
奈
保
育
所
の
園
庭
や
リ
ズ
ム
室
で
好

き
な
遊
び
を
し
た
り
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を

見
た
り
、
手
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。
ま
た
、

み
ん
な
で
育
児
や
子
ど
も
さ
ん
の
成
長
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

十
二
月
は
お
楽
し
み
会
や
お
餅
つ
き
な
ど

の
行
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
初
め
て
の
方
も

気
楽
に
参
加
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
い
教
室

に
し
ま
せ
ん
か

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二

三
〇
七
七

勝
浦
町
で
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て
在
宅

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
と
、
介
護
者
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
日
帰
り
旅
行
を
計
画
・
参
加

者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

参
加
対
象
者
は
「
家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て

い
る
方
」
で
、
募
集
人
数
は
十
人
程
度
で
す
。

日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
七
年
二

月
十
一
日
か
ら
二
十
日
の
期
間
中
と
し
ま
す

が
、
参
加
者
少
数
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
参
加
希

望
日
な
ど
を
考
慮
し
、
参
加
者
の
決
定
を
お

こ
な
い
ま
す
。
な
お
、
日
程
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
参
加
者
宛
の
通
知
に
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

受
付
期
間

十
二
月
十
五
日

ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二

一
五
〇
二

申
込
時
に
氏
名
と
参
加
希
望
日
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集

募

集

在
宅
介
護
を
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
へ

募集科目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日

２等陸・海空士
18歳以上

27歳未満の男子

常時受付 受付後に指定

任期制で選抜試験により３等陸・海・空曹に昇任

できます。将来は幹部自衛官への道も開かれます。

自衛隊生徒

中卒（見込）

17歳未満の男子

16年11月１日～

17年１月11日

１次試験 17年１月15日

２次試験 17年１月28日 ～31日

までの指定する１日

技術関係の業務に従事する曹として知識、技能を養います。

生徒教育３年修了時には、高等学校の卒業資格を取得できます。

勝
浦
病
院
看
護
師
募
集

お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
十
二
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

勝
浦
病
院

二

二
五
五
五

（月）（金）

（土）

（水）

（水）（水）（水）（水）



情 報 ア ラ カ ル ト

平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

12

認
定
農
業
者
制
度
は
、
意
欲
と
能
力
が
あ

り
効
率
的
で
安
定
し
た
農
業
経
営
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
農
業
者
を
幅
広

く
育
成
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

認
定
志
向
の
農
業
者
が
作
成
し
た
、
現
状

の
農
業
経
営
の
改
善
を
目
指
す
農
業
経
営
改

善
計
画
（
五
年
後
の
経
営
目
標
）
を
勝
浦
町

が
基
本
構
想
に
照
ら
し
て
認
定
を
行
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
れ
ば
農
業
経
営
改
善
関
係
制
度

等
（
農
業
近
代
化
資
金
・
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
・

ス
ー
パ
ー
Ｓ
資
金
）
が
有
利
な
金
利
で
、
農

業
改
良
資
金
が
無
利
子
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

認
定
基
準

初
回
の
認
定
は
お
お
む
ね
満
六
十
歳
未
満
・

農
業
の
就
業
時
間
は
年
間
二
千
時
間
程
度
・

五
年
後
の
農
業
所
得
が
六
百
万
円
以
上
を
達

成
（
計
画
案
）
で
き
る
こ
と
等

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
産
業
振
興
課

二

一
五
〇
五

二
十
一
世
紀
の
日
本
は
、
超
高
齢
・
人
口

減
少
社
会
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

リ
タ
イ
ア
後
の
長
い
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
は
若
い
う
ち
か
ら
の
備
え
が
必
要

で
、
年
金
へ
の
加
入
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
財

政
事
情
の
悪
化
な
ど
か
ら
年
金
に
対
す
る
不

信
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
農
業

者
年
金
は
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
加
入
者
数

の
変
化
や
財
政
事
情
に
左
右
さ
れ
な
い
今
の

時
代
に
合
っ
た
安
全
・
安
心
な
公
的
年
金
で

す
。
農
業
の
担
い
手
へ
の
保
険
料
の
助
成
や

税
金
控
除
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

農
業
者
の
確
保
に
資
す
る
政
策
年
金
と
し
て

農
政
上
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
農
業
委
員
会

二

一
五
〇
五

利
用
権
設
定
促
進
事
業

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
貸
し
借
り
を

推
進
し
、
耕
作
放
棄
地
を
無
く
し
、
意
欲
の

あ
る
人
に
農
地
を
管
理
し
て
も
ら
う
事
業
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
を
と
お
し

て
農
地
を
他
人
に
貸
す
と
返
し
て
も
ら
え
な

く
な
る
と
い
っ
た
心
配
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
貸
借
期
間
が
終
了
す
れ
ば
農
地
は

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
返
還

さ
れ
る
の
で
安
心
し
て
貸
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
小
作
権
が
で
き
る
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
農
業
委
員
会

二

一
五
〇
五

「
第
五
十
六
回
人
権
週
間
」
を
、
十
二
月

四
日
か
ら
十
日
ま
で
と
定
め
、
世
界
人
権
宣

言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
の
た
め
に
次
の
事
項
を
重
点

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

「
育
て
よ
う

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
」

・
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

・
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

・
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し

よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は

止
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
性
同
一
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

人
権
相
談
開
設

十
二
月
三
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

堀

毅

男
さ
ん

（
勝
浦
町
三
溪
）

細

川

寛
さ
ん

（
勝
浦
町
坂
本
）

森

脇

和

一
さ
ん

（
勝
浦
町
沼
江
）

中

西

正
さ
ん

（
勝
浦
町
沼
江
）

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
・
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二

一
五
〇
二

平
成
十
六
年
工
業
統
計
調
査
を
十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
十
二

月
か
ら
来
年
一
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

認
定
農
業
者
に
な
り
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

農
地
の
貸
し
借
り
が
安
心
し

て
出
来
ま
す

第
五
十
六
回
人
権
週
間

製
造
業
者
の
皆
さ
ん
統
計

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老
人
保
健
に
つ
い
て

（金）
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町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
い
つ
も
物
心
両
面

に
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、
五

年
ぶ
り
に
勝
浦
コ
ー
ス
が
採
用
さ
れ
た
五
十

回
の
記
念
大
会
を
経
て
、
来
年
の
お
正
月
も

従
来
ど
お
り
の
大
会
日
程
お
よ
び
試
合
形
式

で
、
五
十
一
回
目
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

選
手
も
大
会
に
向
け
て
、
本
格
的
な
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人
練
習
、

合
同
練
習
に
お
い
て
路
上
で
の
練
習
の
機
会

も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一

道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も
走

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
（
な
る
べ
く
交
差
点
や
道
路

を
横
断
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
）。

二

夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト
を

下
向
き
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

三

犬
の
飼
い
放
し
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
タ
ー
陸
上
は
、
従
来
の
火
曜
日
・
木

曜
日
の
夜
か
ら
火
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜

日
の
夜
に
変
更
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
九
月
か
ら
は
、
毎
週
日

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
勝
浦
中
学
校
集
合
と

い
う
こ
と
で
、
合
同
練
習
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
で
は
、
大

会
参
加
に
際
し
て
、
選
手
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

平
成
十
七
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
七
年
一
月
二
日

受

付

午
前
九
時
三
十
分
～

式
典

午
前
十
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

該
当
者

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

平
成
十
一
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生
お
よ

び
十
一
月
三
十
日
現
在
町
内
に
在
住
し
て

い
る
方
に
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
か
ら

ご
通
知
い
た
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
該
当
の

方
は
当
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参

加
に
あ
た
り
、
華
美
に
な
ら
な
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二

二
五
一
五

十
二
月
二
十
六
日

～
三
十
日

に
か
け

て
、
火
災
予
防
年
末
特
別
警
戒
期
間
で
す
。

期
間
中
午
後
八
時
に
緊
急
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

師
走
の
心
せ
わ
し
く
、
空
気
も
乾
燥
し
て

き
ま
し
た
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
充
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
六
年
度

年
末
・
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

実
施
期
間

平
成
十
六
年
十
二
月
十
日

～

平
成
十
七
年
一
月
十
日

ス
ロ
ー
ガ
ン

あ
わ
の
道

ル
ー
ル
守
っ
て

交
通
安
全

運
動
の
重
点

一

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射
材
の
活
用

二

飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

三

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
平
成
十
五
年
六

月
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
従
来
の
管

理
委
託
制
度
に
変
わ
っ
て
導
入
さ
れ
た
制
度

で
す
。

従
来
の
管
理
委
託
制
度
で
は
、
議
会
の
議

決
を
経
て
、
出
資
法
人
、
公
共
的
団
体
等
に

公
の
施
設
の
管
理
を
委
託
で
き
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

指
定
管
理
制
度
で
は
、
営
利
企
業
の
ほ
か

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
公
益
法
人
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
お
よ
び
法

人
格
を
持
た
な
い
団
体
に
対
し
て
も
管
理
を

行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
施
設
の
使
用
料
を
指
定
管
理
者
の

収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
使
用
の

許
可
等
の
、
従
来
は
民
間
業
者
が
行
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
行
政
の
権
限
ま
で
も
行
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
に
と
っ
て
は

公
の
施
設
を
民
間
業
者
が
一
元
的
に
管
理
運

営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
施
設
の
効
率
的
、

効
果
的
な
運
営
管
理
が
な
さ
れ
る
ほ
か
、
非

営
利
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
等
が
管
理
運
営

を
担
う
場
合
に
は
、
住
民
が
地
域
の
施
設
の

運
営
管
理
に
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と
が
強

く
期
待
さ
れ
ま
す
。

勝
浦
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ

る
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
参
画
し
て
み
よ

う
と
思
わ
れ
る
団
体
は
、
十
二
月
二
十
日

ま
で
に
勝
浦
町
総
務
課
（

二

二
五
一
一
）

ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
か
ら
の
お
願
い

成
人
式
の
ご
案
内

火
の
用
心

年
末
年
始
の
交
通
安
全

県
民
運
動
に
つ
い
て

公
の
施
設
の
指
定
管
理
制
度

に
つ
い
て

（月）

（木）

（金）

（日）

（日）

（月）
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年金制度が変わります 年金改革３

国民年金だより

小
松
島
市
・
勝
浦
町
合
併
任
意
協
議
会

課
長
補
佐

松

本

重

幸

（
小
松
島
市
・
勝
浦
町
合
併
任
意
協
議
会
係
長
）

主

事

中

田

敦

士（
勝
浦
病
院
主
事
）

総
務
課

課
長
補
佐

野

上

武

典
（
住
民
課
係
長
）

税
務
課

課
長
補
佐

伊

丹

眞

悟

(

税
務
課
係
長)

住
民
課

課
長
補
佐

松

下

義

和

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長
）

課
長
補
佐

穏

台

千

鶴
（
住
民
課
係
長
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

次

長

倉
坪
泰
幸（

総
務
課
課
長
補
佐
）

勝
浦
病
院

主

事

補

多

田

尚

弘

(

教
育
委
員
会
主
事
補)

異
動

十
一
月
十
七
日
付

町
職
員
の
人
事
異
動

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

今
回
の
年
金
制
度
改
革
の
中
で
、
保
険
料
の
収

納
対
策
と
し
て
、
口
座
振
替
割
引
制
度
や
若
年
者

の
納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
、
早
い
も
の
は
平
成
十

七
年
四
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。

☆

口
座
振
替
割
引
制
度
の
導
入

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
実
施

口
座
か
ら
振
り
替
え
る
納
付
月
を
早
め
る
と
保
険
料

が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
実
施

低
所
得
者
の
若
年
者
に
つ
い
て
、
世
帯
主
の
所
得
に

か
か
わ
ら
ず
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
八
年
七
月
か
ら
実
施

負
担
能
力
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
免
除
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

所
得
等
に
よ
り
五
段
階
（
全
額
免
除
、
四
分
の
三
免

除
、
二
分
の
一
免
除
、
四
分
の
一
免
除
、
全
額
納
付
）

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
七
月
か
ら
実
施

単
独
世
帯
の
免
除
基
準
の
緩
和
な
ど
、
世
帯
類
型
の

均
衡
を
図
る
た
め
所
得
基
準
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
実
施

申
請
月
の
前
月
か
ら
と
な
っ
て
い
る
申
請
免
除
・
学

生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
の
始
期
が
原
則
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
直
前
の
七
月
・
四
月
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所

〇
八
八

六
五
二

三
一
一
一

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

保
険
料
の
納
付
特
例
や

免
除
制
度
が
変
わ
り
ま
す

五

申
請
免
除
・
学
生
納
付
特
例
の

承
認
期
間
の
遡
及

四

申
請
免
除
の
所
得
基
準
の
見
直
し

一

口
座
振
替
の
促
進

二

若
年
者
へ
の
納
付
猶
予
制
度
の
導
入

三

多
段
階
免
除
制
度
の
導
入



法
定
申
告
期
限

一
月
三
十
一
日

（
申
告
用
紙
は
、
勝
浦
町
税
務
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
）

工
場
、
商
店
、
農
業
等
の
事
業
に
用
い
る

機
械
、
器
具
、
備
品
、
構
築
物
等
を
さ
し
、

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
年
一
月
一
日
現
在
、
事
業
の
用
に
供
す

る
こ
と
が
出
来
る
資
産
で
、
次
に
掲
げ
る

か
ら

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。

税
務
会
計
上
で
減
価
償
却
の
対
象
と
し

て
い
る
資
産

即
時
償
却
資
産

簿
外
資
産
で
あ
る
が
事
業
の
用
に
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
資
産

耐
用
年
数
を
経
過
し
（
減
価
償
却
済
み
）

帳
簿
上
残
存
価
格
の
み
が
計
上
さ
れ
て

い
る
資
産

遊
休
資
産
・
未
稼
動
資
産
で
あ
っ
て
も

い
つ
で
も
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
に
あ
る
資
産

赤
字
決
算
等
の
た
め
減
価
償
却
を
行
っ

て
い
な
い
が
、
本
来
減
価
償
却
が
可
能

な
資
産

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
大
型
特
殊
自

動
車

※
耐
用
年
数
が
一
年
に
満
た
な
い
も
の

（
使
用
可
能
期
間
が
一
年
未
満
の
も
の
）
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

各
業
種
共
通

造
作
費
（
含
借
用
事
務
所
）
、
応
接
セ
ッ

ト
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
ロ
ッ
カ
ー
、
コ
ピ
ー

機
、
看
板
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
、
エ
ア
コ

ン
、
計
算
機
、
金
庫
、
事
務
机
、
椅
子
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
パ
ソ
コ
ン
、
簡
易
仕
切
、
テ
レ

ビ
そ
の
他
、
緑
化
施
設
、
駐
車
場
設
備
、
舗

装
路
面
、
門
庭
園
、
塀
、
外
灯
な
ど
も
申
告

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

取
得
価
格
が
十
万
円
未
満
の
も
の
で
、

取
得
に
要
し
た
経
費
の
全
部
が
法
人
税
ま

た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計

算
上
一
時
に
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算

入
さ
れ
た
も
の
。

取
得
価
格
が
十
万
円
未
満
で
、
固
定
資

産
に
計
上
し
て
い
る
も
の
。

取
得
価
格
が
十
万
円
以
上
二
十
万
円
未

満
の
も
の
で
、
法
人
税
法
上
ま
た
は
所
得

税
法
上
、
事
業
年
度
ご
と
に
一
括
し
て
三

年
間
で
償
却
を
行
う
も
の
。

以
外
の
も
の
で
、
資
産
の
耐
用
年
数

に
応
じ
た
減
価
償
却
を
行
っ
て
い
る
も
の
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
の

固
定
資
産
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
が
、

土
地
の
地
目
の
変
更
や
家
屋
の
取
り
壊
し
等

が
あ
れ
ば
税
務
課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
（
届
け
の
用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）。

一

家
屋
滅
失
届

家
屋
を
新
築
、
改
築
、
古
く
な
っ
た
た

め
取
り
壊
し
た
と
き
。

二

土
地
使
用
現
況
届

土
地
の
現
況
地
目
を
変
更
し
た
と
き

（
田
を
畑
に
し
た
と
き
や
駐
車
場
等
に

し
た
と
き
）。

三

納
税
義
務
者
変
更
届

土
地
や
家
屋
の
使
用
貸
借
契
約
等
に
よ

り
納
税
者
を
変
更
す
る
場
合
な
ど
。

四

相
続
人
代
表
者
届
出
書

土
地
や
家
屋
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
こ

と
に
伴
い
、
新
し
い
納
税
義
務
者
を
指

定
す
る
と
き
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
税
務
課

二

一
五
〇
三

税
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固
定
資
産
税

償
却
資
産
の
申
告

一

償
却
資
産
と
は

二

申
告
の
対
象
と
な
る
資
産

三

業
種
別
の
主
な
償
却
資
産

四

小
額
資
産
の
取
り
扱
い
で

申
告
の
必
要
の
な
い
も
の

固
定
資
産
税
に
係
る
届

（１）

（２）（３）（４）（５）（６）

（７）

（１）

（７）

（２）（３）（４） （１）

（３）



徳
島
税
務
署
に
お
け
る
確
定
申
告
会
場
は

｢

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま｣

で
す
。

平
成
十
六
年
分
の
所
得
税
、
贈
与
税
、
消

費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
確

定
申
告
会
場
を
平
成
十
七
年
二
月
一
日

か

ら
三
月
十
五
日

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
は
閉
庁
日
と
な
っ
て
い
ま
す
）
の
期
間
、

｢

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま｣

に
設
置
し
ま
す
。

受
け
付
け
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
で
す
。

こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署
庁
舎
内
に
は
確

定
申
告
会
場
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

e
T
a
x

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

税
に
関
す
る
各
種
手
続
（
①
所
得
税
、
法
人

税
お
よ
び
消
費
税
の
申
告
、
②
納
税
、
③
申

請
・
届
出
等
）
が
自
宅
や
事
務
所
に
居
な
が

ら
に
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
え
ま
す
。

｢e

‐Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://www.e-tax.nta.go.jp/)｣

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

｢

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（

〇
五
七
〇

〇
一
五

九
〇
一
）｣

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

利
用
時
間

月
～
金
（
祝
祭
日
等
を
除
く
）

午
前
九
時
～
午
後
五
時

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
十
五
年
分
の

課
税
売
上
高
が
、
千
万
円
を
超
え
て
い
る
場

合
は
、
平
成
十
七
年
分
か
ら
消
費
税
の
課
税

事
業
者
と
な
り
ま
す
。

課
税
事
業
者
と
な
っ
た
方
は
、
「
消
費
税

課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
速
や
か
に
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
の
用
紙

は
、
税
務
署
ま
た
は
各
市
町
村
の
税
務
課
等

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
消
費
税

課
税
事
業
者
届
出
書
」
の
様
式
は
、
国
税
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
税
務
署

〇
八
八

六
二
二

四
一
三
一

高
松
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.takamatsu.nta.go.jp

確
定
申
告
会
場
は

「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」

課
税
事
業
者
の
届
出
は
も
う

お
済
み
で
す
か
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に
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町
制
五
十
周
年
を
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ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（e

‐Ta
x

）

引
き
取
り
日

・
十
二
月
八
日

・
十
二
月
二
十
二
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑

札
が
必
要
で
す
。

休
業
期
間

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
三
日

～

平
成
十
七
年
一
月
五
日

こ
の
間
、
県
の
犬
の
引
き
取
り
が
休
業

し
ま
す
。
こ
の
期
間
中
役
場
も
引
き
取
り

が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
来
月
の
不
用
犬
の
引
き
取
り
日

は
平
成
十
七
年
一
月
十
二
日

か
ら
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

休
業
期
間

平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
日

～

平
成
十
七
年
一
月
五
日

※
十
二
月
二
十
九
日

は
、
午
前
中
営

業
し
ま
す
。
平
成
十
七
年
一
月
六
日

か

ら
平
常
営
業
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
は
、
特
に
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

毎
日
衛
生
㈲

二

二
一
三
九

休
業
期
間

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
九
日

～

平
成
十
七
年
一
月
三
日

こ
の
休
み
の
期
間
中
は
、
印
鑑
証
明
書

や
戸
籍
謄
抄
本
等
、
税
務
関
係
の
証
明
書

発
行
の
交
付
事
務
は
取
り
扱
い
が
で
き
ま

せ
ん
。

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
、
つ
い
大
事
な
書

類
、
届
出
、
登
録
も
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま

す
が
、
急
ぐ
用
件
、
手
続
き
な
ど
は
お
早

め
に
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

不
用
犬
引
取
業
務

し
尿
収
集
業
務

役
場
窓
口
業
務

年
末
年
始
の

休
業
に
つ
い
て

徳
島
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

（火）

（火）

（水）

（木）

（水）

（月）

（水）

（木）

（水）
（水）

（水）
（水）

（木）
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ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

12月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（21日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

12月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（20日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指定場所と今月の回収日

１ 勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫（中角）

12月４日 午前９時まで

２ 勝浦町民体育館裏リサイクル保管庫（横瀬）

12月11日 午前９時まで

回収日の５日前から指定場所に置けます。

それまでは、ご家庭で保管ください。

分別方法など詳しいことは、Ｐ５をご覧ください。

問い合わせ先 勝浦町住民課 ２－1501

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

休業期間

平成16年12月31日 ～

平成17年 1月 3日

※年末のごみ収集は、12月30

日 まで行います。

年始のごみ収集は、平成17

年1月4日 から再開します。

休業期間中は、フェンスに

ごみを出さないでください。

また、年末はごみを出す

のが集中しないように、計

画を立て、ごみ収集にご協

力ください。

ごみ収集業務の休業

（月）

（火）

（木）

（金）

（土）

（土）
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国保と医療費

２－1503

保険税の税額って

どう決まっているの？

所 得 割 世帯の所得に応じて計算

資 産 割 世帯の資産に応じて計算

均 等 割 世帯の加入者数に応じて計算

平 等 割 一世帯にいくらと計算

年度途中で国保に入ったり

やめた場合の保険税額は？

途中で加入したときの保険税額は…

加入の資格を得た月から年度末までの月数
年間保険税×

12

途中で脱退したときの保険税額は…

４月から資格喪失月の前月までの月数
年間保険税×

12

保険税はいつから

納めるの？

誰に保険税を納める

義務があるの？

健康保険

ご存知ですか？ 保険税のこと

●正しく知って、正しく納めましょう●

その年に予測される医療費から、国などから

の補助金と、みなさんがお医者さんで支払う負

担金を除いた額が保険税額と決められます。次

の項目を組み合わせた合計額が１年間の保険税

です。

保険税は国保の被保険者になった月から納め

ます。加入の手続きをしたときからではありま

せん。ですから、職場の健康保険を抜けたとき

など、国保の資格を得たときから納めなくては

なりません。

40歳未満の人は医

療保険分のみを納め

ます。40歳から64歳

の人は保険税の中に

介護保険分も含まれ

ていて、あわせて納

めます。

保険税納付の義務は、世帯主にあります。

世帯主が会社の健康保険などに加入していて、

国保の被保険者でない場合でも、世帯の中に一

人でも国保の被保険者がいる場合には、世帯主

宛てに納税通知書が送付されます。

問い合わせ先

勝浦町税務課

？？

？ ？
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今
年
の
春
休
み
、
私
の
周
り
を
嵐

が
舞
い
ま
し
た
。
静
か
な
嵐
だ
っ
た

け
れ
ど
、
私
は
命
に
つ
い
て
初
め
て

向
き
合
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
悲
し

み
と
共
に
深
い
教
訓
を
残
し
て
く
れ

た
嵐
と
は
大
祖
母
の
死
で
す
。

大
祖
母
と
い
う
の
は
、
私
の
母
の

母
の
姉
の
事
で
す
。
八
十
一
歳
で
車

い
す
だ
け
れ
ど
、
元
気
で
い
つ
も
笑

顔
の
温
か
い
大
祖
母
で
し
た
。
一
度

脳
梗
塞
で
倒
れ
て
入
院
し
、
退
院
後

は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。
明
る
く
な
ご
や
か
な
ホ
ー

ム
で
、
大
祖
母
は
得
意
な
日
本
刺
繍

や
習
字
を
楽
し
み
な
が
ら
、
快
適
に

暮
ら
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

大
祖
母
は
戦
争
未
亡
人
で
す
。
子

供
を
授
か
っ
た
事
が
な
く
、
満
州
の

モ
ー
カ
ト
ン
と
い
う
所
で
軍
人
だ
っ

た
ご
主
人
を
亡
く
し
、
命
か
ら
が
ら

日
本
に
引
き
揚
げ
て
き
た
そ
う
で
す
。

髪
を
短
く
刈
り
上
げ
男
装
し
て
、
朝

鮮
の
三
十
八
度
線
を
越
え
、
や
っ
と

の
思
い
で
日
本
に
た
ど
り
着
い
た
時

実
家
が
あ
る
神
戸
は
、
大
空
襲
の
直

後
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
大
空
襲

で
家
は
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が

何
と
か
祖
母
と
巡
り
会
え
た
そ
う
で

そ
の
時
の
事
を
、
祖
母
は
よ
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「
奇
跡
が
起
き
た
の
よ
。
あ
の
混
乱

の
中
で
会
え
た
な
ん
て
。
坊
主
頭
で

ひ
ど
く
や
せ
て
い
て
、
美
し
か
っ
た

姉
と
は
と
て
も
思
え
な
い
ほ
ど
変
わ
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
ど
ん
な
に
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
か
」
と
。
で
も
、
そ
の

時
大
祖
母
は
ひ
ど
い
高
熱
で
、
倒
れ

る
寸
前
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
祖
母
は

大
祖
母
を
荷
車
に
乗
せ
、
神
戸
大
学

附
属
病
院
ま
で
引
っ
張
っ
て
行
き
ま

し
た
。
大
空
襲
直
後
な
の
で
、
病
院

の
中
は
、
怪
我
を
し
た
人
々
が
ひ
し

め
き
合
い
、
辺
り
一
面
汚
物
で
汚
れ

惨
憺
た
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
中
で
、
大
祖
母
は
腹
膜

炎
と
診
断
さ
れ
、
緊
急
手
術
を
受
け

ま
し
た
。
麻
酔
等
ほ
と
ん
ど
足
り
な

い
状
態
で
、
手
術
中
、
大
祖
母
の
絶

叫
が
廊
下
に
も
響
き
渡
り
、
祖
母
は

両
手
で
耳
を
ふ
さ
ぎ
、
必
死
で
祈
り

続
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
十
名
ほ
ど

の
お
医
者
さ
ん
が
、
大
祖
母
の
手
術

に
あ
た
り
、
で
き
る
限
り
の
治
療
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
大
祖
母
は

命
を
と
り
と
め
ま
し
た
。
大
祖
母
は

終
生
、
祖
母
と
お
医
者
さ
ん
こ
と
を

『
命
の
恩
人
』
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
大
祖
母
は
祖
母
と
仲
良

く
助
け
合
い
な
が
ら
、
一
人
で
お
だ

や
か
に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
私
の

母
を
娘
の
よ
う
に
、
私
と
私
の
姉
を

本
当
の
孫
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
が
小
学
五
年
生
の
時
、
大
祖
母

は
老
人
ホ
ー
ム
に
入
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
毎
年
、
私
は
母
と
、
母
の
レ
ッ

ス
ン
生
と
一
緒
に
、
ホ
ー
ム
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
の
童
謡
や
歌
曲
を
合
唱
し

た
り
、
バ
レ
エ
を
踊
り
な
が
ら
小
さ

な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
演
じ
、
ホ
ー
ム

の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
達
の
演
奏
を
大
祖
母
を
含
め

ホ
ー
ム
の
方
々
は
大
歓
迎
で
、
私
達

と
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
中
に
は
、
昔

を
し
の
ん
で
涙
で
一
杯
に
な
り
な
が

ら
声
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
の
方
々
の
様
々
な
涙
を

見
る
度
、
私
は
感
激
し
て
、
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」

と
思
い
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
。
次
も
来
て
ね
。
き
っ

と
よ

」

と
言
わ
れ
る
度
、

「
は
い
。
頑
張
っ
て
練
習
し
て
き
ま

す
」

と
答
え
る
私
達
。
私
達
の
方
が
、
元

気
と
や
る
気
と
何
か
温
か
い
感
動
を

い
た
だ
い
て
、
家
路
に
つ
く
の
が
毎

回
の
事
で
し
た
。

今
年
の
春
休
み
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
行
く
た
め
練
習
し
て
い
る
最
中

大
祖
母
が
病
の
床
に
つ
き
ま
し
た
。

脳
梗
塞
が
進
み
、
右
足
を
太
股
か
ら

切
断
と
い
う
大
手
術
を
受
け
、
そ
れ

で
も
気
丈
に
、
私
達
の
演
奏
会
ま
で

に
は
退
院
す
る
、
と
頑
張
っ
て
い
た

の
で
す
が
…
。
大
祖
母
の
八
十
二
歳

の
誕
生
日
、
病
室
で
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー

ス
デ
イ
を
母
と
歌
っ
て
お
祝
い
し
て

あ
げ
た
夜
、
静
か
に
息
を
引
き
取
り

ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
ね
」
が
私
へ
の
最
後

の
言
葉
で
し
た
。

そ
し
て
大
祖
母
は
、
愛
情
一
杯
だ

け
れ
ど
、
つ
ら
い
遺
言
状
を
残
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
「
自
分
の
身
体
を

献
体
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。

「
自
分
の
命
は
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ

て
、
守
ら
れ
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
命
が
尽
き
た
時
、
何
か
人
の
お

役
に
立
つ
事
が
で
き
る
な
ら
、
生
命

と
い
う
神
秘
に
、
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
な
ら
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
事
は

あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
内
容
で
し
た
。
皆
が
驚
き
、

涙
に
く
れ
ま
し
た
が
、
最
後
に
祖
母

が
、

「
姉
の
気
持
ち
を
、
く
ん
で
や
っ
て
」

と
、
ポ
ツ
リ
と
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

私
は
思
い
ま
す
。
大
祖
母
ほ
ど
命

の
尊
さ
を
知
っ
て
い
る
人
間
は
い
な

か
っ
た
の
だ
、
と
。
命
を
粗
末
に
す

る
人
々
が
多
い
現
代
は
、
ど
こ
か
間

違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
悲
惨
な

時
代
を
必
死
で
生
き
抜
い
て
き
た
大

祖
母
に
と
っ
て
命
の
重
み
は
、
私
達

の
想
像
を
遥
か
に
超
え
た
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
亡
く
な
っ
た
後
も

人
類
の
命
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
す

る
大
祖
母
の
姿
か
ら
、
私
は
命
の
尊

さ
を
深
く
深
く
学
び
ま
し
た
。

こ
の
春
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、

大
祖
母
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
私
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
続
け
、
少
し
で
も
多
く
の

人
々
に
生
き
る
喜
び
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
と
、
強
く

思
い
ま
す
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

第
23
回
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
よ
り

命



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

20

鮎
落
ち
て
横
瀬
の
橋
に
吊
さ
れ
し
川
鵜
威
し
の
鵜
の
吹
か
れ
お
り

中
山

山

下

房

雄

幾
た
び
の
台
風
に
も
耐
え
艶
増
せ
る
秋
茄
子
の
紺
の
秀
品
出
荷
す

中
山

溝
内
喜
美
代

横
瀬
橋
を
渡
る
車
の
輝
き
て
過
疎
と
思
え
ぬ
わ
が
町
の
賑
わ
い

中
山

栗

城

絹

紅
葉
を
見
上
げ
見
下
ろ
し
立
川
の
恐
竜
の
里
・
夫
婦
淵
訪
ね
る

立
川

堀

梅

子

パ
チ
パ
チ
と
鋏
の
音
も
軽
や
か
に
沼
江
の
禿
山
の
み
か
ん
は
美う

味ま

い

携
帯
電
話
に
写
し
て
帰
り
「
奇
麗
よ
」
と
息
子
は
見
せ
る
裏
見
の
滝
を

沼
江

福

田

房

子

鶴
山
に
御
札
所
あ
れ
ば
こ
そ
真
夏
に
も
県
外
バ
ス
や
歩
く
人
絶
え
ぬ

横
瀬

林

と
み
え

遠
き
日
に
唄
い
し
校
歌
口
ず
さ
み
今
も
見
上
げ
る
平
石
山
を

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

吹ふ
い

子ご

祭
り
に
祖
母
と
行
き
た
る
大
宮
神
社
市
に
見
つ
け
し
紅
色
手
ま
り

亡
き
祖
父
が
吾
を
背
負
い
て
送
り
く
れ
し
杖
立
峠
よ
母
里
帰
り
の
日

坂
本

菅
内
久
美
子

新
聞
に
も
紹
介
さ
れ
し
裏
見
の
滝
へ
一
度
行
き
た
し
桜
咲
く
頃

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

勝
浦
路
を
歩
き
遍
路
の
大
集
団
鶴
山
め
ざ
し
雨
に
濡
れ
ゆ
く

坂
本

山

口

昭

市

帰
る
た
び
小
さ
く
見
え
る
山
や
川
富
士
の
姿
の
鹿
背
山
ま
で
も

茨
木
市

錦

見

武

秋
葉
山
は
四
季
お
り
お
り
に
色
か
え
て
勝
浦
川
を
一
曲
り
す
る

横
瀬

平
山
美
千
江

秋
出
水
川
辺
の
葦
原
水
漬
き
て
勝
浦
川
を
広
び
ろ
と
見
す

空
ろ
な
る
心
満
た
さ
る
る
想
い
し
て
勝
浦
川
の
瀬
の
音
を
聞
く

生
名

柳

田

末

子

鶴
山
を
仰
ぎ
軍
歌
を
口
ず
さ
む
平
和
に
暮
ら
す
今
の
勝
浦

坂
本

平

尾

智

男

一
足
遅
れ
て
オ
ハ
ツ
キ
銀
杏
は
黄
葉
と
な
る
天
然
記
念
樹
と
う
歴
史
を
も
ち
て

坂
本

木

下

茂

子

洗
わ
れ
て
秋
色
深
ま
る
稼
勢
山
が
青
空
バ
ッ
ク
に
際
立
ち
て
お
り

棚
野

田

中

茂

子

津
乃
峰
の
山
の
向
こ
う
が
勝
浦
で
い
つ
も
眺
め
て
故
郷
を
恋
う

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

校
庭
も
校
舎
の
跡
も
茅
野
原
立
川
分
校
偲
ぶ
集
ま
り

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

秋
晴
れ
の
ひ
と
日
集
い
て
勝
浦
は
福
祉
の
ま
つ
り
草
餅
も
出
て

横
瀬

廣
安
美
枝
子

稼
勢
山
を
跨
ぐ
朝
虹
に
腰
伸
ば
し
鍬
立
て
て
見
入
る
消
え
行
く
ま
で
を

棚
野

島

つ
と
む

「
沈
滞
」
と
い
う
勝
浦
に
活
路
開
く
夢
の
一
つ
の
人
形
館
建
つ

棚
野

殿

川

早

苗

吹
き
筒
花
火
な
く
な
り
境
内
寂
し
か
り
だ
ん
じ
り
囃
子
に
ぎ
や
か
な
れ
ど

横
瀬

日

下

克

子

秋
空
の
青
切
り
み
か
ん
と
勝
浦
川
の
瀬
音
聞
き
つ
つ
立
川
歩
む

横
瀬

丸

関

朋

子

勝
浦
川
の
落
ち
鮎
ね
ら
う
釣
り
人
は
腰
ま
で
浸
か
り
竿
並
べ
い
る

「
創
造
」
と
刻
ま
れ
夫
の
碑
の
建
て
る
専
門
学
校
高
台
に
見
ゆ

横
瀬

桜
木
千
代
子

二
十
番
札
所
麓
の
大
銀
杏
旅
途
の
芭
蕉
翁
も
金
子
屋
の
宿
に

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

横
瀬
小
の
同
級
生
よ
り
花
環
来
ぬ
旅
立
つ
妹
に
高
く
掲
げ
て

中
角

福

山

久

江

〈
選
の
後
に
〉

今
回
も
、
「
勝
浦
を
歌
う
」
特
集
と
な
っ
た
。
県
外
か
ら
は
大
阪
茨

木
市
の
錦
見
武
さ
ん
（
横
瀬
出
身
）
の
『
帰
る
た
び
小
さ
く
見
え
る
山

や
川

富
士
の
姿
の
鹿
背
山
ま
で
も
』
と
い
う
の
が
あ
る
。
帰
る
た
び

に
故
郷
の
山
や
川
が
小
さ
く
見
え
る
、
富
士
山
に
似
た
美
し
か
っ
た
鹿

背
山
ま
で
も
。
な
ぜ
小
さ
く
見
え
る
ん
だ
ろ
う
、
と
錦
見
さ
ん
は
歌
っ

て
い
る
。
こ
の
歌
の
よ
さ
は
「
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
疑
問
の
歌

・
・

ご
こ
ろ
に
詩
の
発
見
が
あ
り
、
文
学
性
が
成
り
立
つ
。
私
た
ち
は
、
地

元
に
い
て
と
っ
ぷ
り
と
故
郷
の
環
境
に
浸
っ
て
い
る
と
ふ
る
里
の
小
さ

く
な
っ
て
い
る
姿
が
わ
か
ら
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
錦
見
さ
ん
の
歌
で
あ
る
。

つ
い
で
に
鹿
背
山
の
表
記
だ
が
、
鹿
背
山
と
は
稼
勢
山
の
こ
と
で
、

大
正
の
中
期
以
前
は
稼
勢
山
と
書
い
て
い
た
も
の
を
大
正
末
期
に
「
鹿

背
山
」
と
書
く
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
以
来
ず
っ
と
鹿
背
山
を
用
い
、

現
在
の
横
瀬
小
学
校
の
校
歌
も
「
鹿
背
山
つ
つ
む
松
の
色
」
と
な
っ
て

い
る
。
だ
が
現
在
は
「
稼
勢
山
」
と
い
う
表
記
が
公
的
に
も
一
般
的
に

も
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

さ
て
、
今
回
の
歌
の
中
の
勝
浦
に
は
、
横
瀬
富
士
、
稼
勢
山
（
鹿
背

山
）
、
鶴
山
、
平
石
山
、
杖
立
峠
、
秋
葉
山
、
沼
江
の
禿
山
、
勝
浦
川
、

立
川
、
夫
婦
渕
、
裏
見
の
滝
、
横
瀬
橋
、
大
宮
神
社
、
吹
子
祭
、
福
祉

ま
つ
り
、
恐
竜
の
里
、
勝
浦
産
直
売
市
、
お
葉
つ
き
銀
杏
、
吹
き
筒
花

火
、
落
ち
鮎
、
生
名
の
大
公
孫
樹
、
人
形
館
、
専
門
学
校
、
金
子
屋
の

宿
な
ど
な
ど
な
つ
か
し
い
勝
浦
の
原
風
景
が
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
勝
浦

の
人
の
生
き
て
来
た
、
そ
し
て
生
き
て
あ
る
姿
の
再
現
と
感
動
の
再
体

験
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
尊
い
資
料
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
移

り
変
わ
る
ふ
る
里
の
姿
こ
そ
は
文
字
に
、
映
像
に
、
音
声
に
記
録
表
現

し
て
お
か
な
け
れ
ば
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
「
勝
浦
を
歌

う
」
こ
と
の
意
義
の
大
き
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

時
代
は
流
れ
、
歴
史
は
動
き
、
世
は
変
わ
る
。
い
ま
注
目
さ
れ
る
も
の

に
市
町
村
の
合
併
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
歌
う

か
。
最
近
の
新
聞
に
載
っ
た
勝
浦
高
校
の
存
廃
の
こ
と
な
ど
ど
う
考
え

い
か
に
歌
う
か
。
私
た
ち
の
小
さ
な
歌
だ
が
た
く
さ
ん
集
ま
れ
ば
大
き

な
力
、
強
い
叫
び
、
心
の
こ
も
っ
た
訴
え
と
な
ろ
う
。
歌
と
は
訴
え
の

文
学
で
あ
る
。

次
回
作
品
募
集

十
二
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

平
成
十
七
年
一
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇

広
報
か
つ
う
ら
十
一
月
号
お
詫
び
と
訂
正

「
私
の
作
品
」
で
坂
本

仙
方
よ
し
こ
と
あ
り
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
坂
本

仙
才
よ
し
子
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

詩のこみち 俳句作品募集

締め切り 12月15日

１人２句～３句

あて先 坂本 新 居 晋

「
勝
浦
を
歌
う
」

ふ

い

ご

は

げ
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

1 水
ツベルクリン反応判定
及び陰性者へＢＣＧ接種

13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

11月29日にツベルクリン
反応検査を受けた子

予 診 票
母子健康手帳
予防接種手帳

7 火 デイケア たんぽぽの会 13:30～15:30
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員 エ プ ロ ン

8 水

健 康 相 談 13:00～14:00

農村環境改善
セ ン タ ー

住 民 健 康 手 帳講話
「脳血管疾患と糖尿病
について」
勝浦病院長 平賀 隆先生

14:00～15:00

9 木

健 康 相 談 13:30～14:00
今山ふれあい
交 流 館

住 民 健 康 手 帳

運 動 教 室 14:00～15:30

10 金
２歳児健診・歯科診査
（希望者にはフッ素塗布をします）

13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年７月１日～12月
31日までに生まれた子

母子健康手帳

15 水 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

18 土 男 の 料 理 教 室 14:00～
農村環境改善
セ ン タ ー

会 員 エ プ ロ ン

19 日 ふ れ あ い 教 室 10:00～ 棚野集会所 幼児とその家族
エ プ ロ ン
三角巾またはタオル

23 木 ふ れ あ い 教 室 12:30～
住 民 福 祉
セ ン タ ー

幼児とその家族
エ プ ロ ン
三角巾またはタオル

24 金

ふ れ あ い 教 室 ９:00～ 坂本集会所 幼児とその家族
エ プ ロ ン
三角巾またはタオル

乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成16年５月１日～10月
31日までに生まれた子

母子健康手帳

の保健行事 <問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

み ん な の 健 康

こ
の
健
康
診
断
は
、
振
動
工
具
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

徳
島
県
保
健
福
祉
部
で
は
、
次
の
と
お
り
健
康
診
断
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十
二
月
六
日

ま
で
に
勝
浦
町

福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（

二

一
五
〇
二
）

一

健
康
診
断
実
施
予
定
時
期
：
平
成
十
七
年
一
月
～

二
月
ま
で
の
間

二

健
康
診
断
実
施
機
関
：
保
健
所

三

対
象
者
：
次
に
掲
げ
た
振
動
工
具
を
使
用
す
る
人

四

手
数
料
：
二
千
七
百
五
十
円

五

そ
の
他
：
林
業
従
事
者
に
つ
い
て
は
、
林
業
木
材

製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
徳
島
県
支
部
か
ら
案
内

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

受
診
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
詳
し
く
日
程

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
振
動
業
務
と
し
て
次
に
掲
げ
る
振
動
工
具

を
扱
う
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
削
岩
機

②
チ
ッ
ピ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

③
鋲
打
機

④
コ
ー
キ

ン
グ
ハ
ン
マ
ー

⑤
ハ
ン
ド
ハ
ン
マ
ー

⑥
べ
ビ
ー
ハ
ン
マ
ー
⑦

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
レ
ー
カ
ー

⑧
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
⑨
サ

ン
ド
ラ
ン
マ
ー

⑩
チ
エ
ン
ソ
ー

⑪
ブ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ナ
ー
⑫

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

⑬
携
帯
用
木
材
皮
は
ぎ
機

⑭
携
帯
用
タ

イ
タ
ン
パ
ー

⑮
携
帯
用
研
削
盤

⑯
ス
イ
ン
グ
研
削
盤

⑰
卓

上
用
研
削
盤

⑱
床
上
用
研
削
盤

⑲
①
～
⑱
ま
で
に
掲
げ
る
振

動
工
具
と
類
似
の
振
動
を
身
体
局
所
に
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
工

具

振
動
障
害
健
康
診
断
に
つ
い
て

（月）
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保 健 だ よ り

普
通
の
か
ぜ
の
症
状
は
、
の
ど
の
痛

み
、
鼻
汁
、
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
が
中

心
で
、
全
身
症
状
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ま

せ
ん
。
発
熱
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど

高
く
は
な
ら
ず
、
重
症
化
す
る
こ
と
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
は

三
十
八
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身
症
状
が
強
く
重

症
化
す
る
と
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
小

児
で
は
中
耳
炎
、
熱
性
け
い
れ
ん
な
ど

が
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

か
ぜ
は
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し

た
ス
キ
に
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。
か
ぜ

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
、
次
の
事
柄
に
気

を
付
け
、
普
段
か
ら
体
力
づ
く
り
と
健

康
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

一

手
洗
い
、
う
が
い
を
し
っ
か
り
す
る

か
ぜ
の
基
本
的
な
予
防
は
手
を
洗
う

こ
と
で
す
。
か
ぜ
は
空
気
の
中
を
飛
び

散
っ
て
感
染
す
る
よ
り
も
、
手
と
手
を

伝
わ
っ
て
感
染
し
、
目
や
鼻
か
ら
体
の

中
へ
侵
入
す
る
こ
と
が
多
く
、
手
洗
い

が
か
ぜ
の
感
染
予
防
で
有
効
で
す
。
う

が
い
は
、
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
を

防
ぎ
ま
す
。

二

体
の
抵
抗
力
を
つ
け
る

睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
の
栄
養
補
給
を
す
る
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
は
、
白
血
球
の
は
た
ら

き
を
増
し
、
感
染
症
へ
の
抵
抗
力
を
高

め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
は
、
鼻
、
の
ど
、
気
管

支
な
ど
の
粘
膜
を
丈
夫
に
し
、
か
ぜ
の

予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

三

室
内
の
環
境
に
注
意
す
る

乾
燥
し
た
空
気
は
、
か
ぜ
の
ウ
ィ
ル

ス
に
と
っ
て
好
都
合
で
、
増
殖
し
や
す

い
環
境
で
す
。
室
内
の
温
度
や
湿
度
を

適
切
に
保
ち
、
と
き
ど
き
換
気
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
空
気
中
に
拡

散
さ
れ
た
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
感
染
し

ま
す
か
ら
、
感
染
予
防
の
た
め
に
は
人

ご
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
ご

ろ
か
ら
、
十
分
な
栄
養
や
休
息
を
と
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

感
染
の
広
が
り
に
は
、
空
気
の
乾
燥
が

関
連
し
て
い
ま
す
。
室
内
で
は
加
湿
器

な
ど
を
使
っ
て
、
適
度
な
湿
度
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。
外
出
時
の
マ
ス
ク
や
帰
宅

時
の
う
が
い
、
手
洗
い
は
普
通
の
か
ぜ

の
予
防
と
併
せ
て
お
勧
め
し
ま
す
。

※
今
年
十
一
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
し
た
）
は
十
二

月
末
に
終
了
し
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

予
診
票
・
健
康
手
帳
・

保
険
証

接
種
料
金

一
、〇
〇
〇
円

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

二

一
五
〇
二

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
気
を
つ
け
よ
う
！

か
ぜ
の
予
防

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

インフルエンザ か ぜ

悪寒、頭痛 のどの乾燥感
くしゃみ

発熱、全身痛
悪寒、倦怠感

鼻水、鼻づまり
せき

38～40℃ 微 熱

気管支炎、肺炎 ほとんどない

インフルエンザとかぜの違い

初期症状

主な症状

熱

合 併 症

ガ
ラ

ガ
ラ

問
い
合
わ
せ
先
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図書館

だより

★
お
は
な
し
会

二
十
六
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

★
陶
芸
展

二
十
一
日

～
一
月
九
日

★
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

一
日
・
八
日
・
十
五
日
・
二
十
二
日

★
休
館
日

六
日
・
十
三
日
・
二
十
日
・
二
十
七
日
・

二
十
九
日
・
三
十
日
・
三
十
一
日

★
図
書
館
が
閉
っ
て
い
る
時
の
返
却
本
は

玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

十
二
月
の
行
事

駅までの道をおしえて 伊集院 静

日銀券 上・下巻 幸 田 真 音

真夜中の独りごと 瀬戸内寂聴

私がそこに還るまで 稲 葉 真 弓

いとしのヒナゴン 重 松 清

オデパン 藤本ひとみ

真夜中の五分前 本 多 孝 好

みんな元気 舞城王太郎

サバイバー・ミッション 小笠原 慧

リピート 乾 くるみ

けもの道 小川内初枝

異邦人の夜 梁 石 日

天使の梯子 村 山 由 佳

呉越舷舷 塚 本 青 史

動物記 新 堂 冬 樹

溺れる市民 島 田 雅 彦

出口のない楽園 岩井志麻子

漆黒の王子 初 野 晴

大人の遊びダーツ＆ビリヤード入門

渡 部 紘 士

手作りモビール

天板でしっとり焼菓子 津 田 陽 子

縫いつなぐ、布かばん 花 岡 瞳

新着図書の一部紹介

フ
ジ
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
だ
っ

た
故
逸
見
政
孝
氏

夫
人
の
逸
見
晴
恵

さ
ん
を
お
招
き
し

「
夫
の
遺
し
た
お

も
い
や
り

～
夫

婦
・
家
族
と
は
何

か
～
」
と
題
し
て
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

政
孝
氏
と
の
出
会
い
か
ら
夫
婦
・
家
庭
の
軌
跡
、
政
孝
氏
の

素
顔
や
闘
病
秘
話
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
が
ん
の
恐
ろ
し
さ
や

命
の
大
切
さ
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

平
成
十
七
年
一
月
十
六
日

午
後
一
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

主

催

勝
浦
郡
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

勝
浦
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

上
勝
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

勝
浦
町
教
育
委
員
会

上
勝
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二

二
五
一
五

故

逸
見
政
孝
氏
夫
人

逸
見
晴
恵
氏
講
演
の
ご
案
内

保存期間がきれた図書館

の雑誌をお分けいたします。

ぜひ、のぞいてみてくだ

さい。

マガジン・リサイクル

場所 勝浦町図書館

勝
浦
郡
民
の
つ
ど
い

（火）

（日）

（日）

（日）

12月１日(水)～12月５日(日)
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まちのうごき

人 口（平成16年10月31日現在）

世帯数 2,118戸

男性 3,202人

女性 3,458人

計 6,660人

出生 男 １人 女 １人 計 ２人

死亡 男 ５人 女 １人 計 ６人

転入 男 ５人 女 ６人 計 11人

転出 男 ５人 女 ５人 計 10人

平成16年10月16日～11月15日（敬称略）日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

12月３日

12月10日

12月17日

12月24日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。

２－4652

交
通
事
故
相
談

12月27日

10:00～16:00

（受付時間
15:00まで）

小松島中央会館

小松島市松島町

5-6

08853-2-2030

相談員

川 西 信 敏

問い合せ先

交通事故相談所

徳島県庁１階

088-621-3200

出
張
年
金
相
談

12月９日

10:00～15:00

勝浦町農村環境

改善センター

１階 相談室

持参するもの

年金手帳または

年金証書

各 種 相 談

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
２ ９ 16

19:30～21:30
木 木 木

生け花
13 27

19:30～21:30
月 月

大正琴
２ ９ 17 木曜 13:00～15:00

金曜 19:00～21:00木 木 金

習 字
３ 10 17

19:00～21:00
金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

12月交流講座ご案内

近隣地域との交流事業として、各種講座を次のとおり

開講します。

12月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月４日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

12月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月８日 山 西 医 院 ２－３０２７

12月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月12日 湯 浅 医 院 ２－２００３

12月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月16日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

12月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月20日 山 西 医 院 ２－３０２７

12月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月24日 湯 浅 医 院 ２－２００３

12月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月28日 山 西 医 院 ２－３０２７

12月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

ご結婚おめでとう

（
大字久国字馬場

小松島市

岡 本 和 浩
安 部 早 苗

葉 田 良 子 さん（沼江） 松 田 幸 一 さん（沼江）

岡 演 男 さん（久国） 日 浦 雅 文 さん（坂本）

福 野 貞 子 さん（星谷） 殿 川 武 男 さん（棚野）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました

おくやみ申します

大字沼江字西谷 松 田 彦 市（84歳）

大字星谷字大明神 福野アキノ（92歳）

大字三溪字立川 田 村 チ カ（96歳）

大字棚野字竹国 殿川キクヱ（98歳）

大字棚野字鍛冶地 松 田 登（68歳）

大字棚野字桧岡 遠 藤 武（91歳）

大字坂本字日浦 日 浦 義 雄（98歳）

大字三溪字橘 定 作 彰 一（49歳）

24

お誕生おめでとう

大字生名字御所 ）山 本 要
美 紀

長女 心
み

結
ゆ

長男 泰
たい

暢
よう中 村 憲 一

由 紀）大字沼江字岐木

長女 愛
まな

海
み山 西 信 也

京 子）大字沼江字西岡

長男 翔
しょう

太
た

長女 瑞
みず

稀
き

藤 本 一 則
明 美）大字沼江字一楽
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（月）

（木）

（金）
（金）
（金）
（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（木）




